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第 1 部 総論 

 

第１章 計画の基本指標 
第１節 人口 

(１) 総人口 

本市の人口動向を分析し，将来展望を示す「八千代市人口ビジョン」における将来人口推

計との整合を図り，本計画では，直近の人口動向を踏まえ，令和６（２０２４）年度末には

２０５，０００人になるものと想定します。 

 

● 将来人口 

 令和元（２０１９）年度末 令和６（２０２４）年度末 

人  口 ２００，２７５人 ２０５，０００人 

 

(２) 世帯数・世帯人員 

核家族化の進行により，世帯数は増加するものの世帯人員は減少することが予測され，令

和６（２０２４）年度末には９５，０００世帯（２．１６人／世帯）になるものと想定しま

す。 

● 将来世帯数 

 令和元（２０１９）年度末 令和６（２０２４）年度末 

世 帯 数  ９０，５４７世帯 ９５，０００世帯 

世帯人員 ２．２１人 ２．１６人 

 

(３) 年齢構成 

令和６（２０２４）年度末における年齢別人口及び構成比は，０歳～１４歳の年少人口 

２５，９００人（構成比１２．６％），１５歳～６４歳の生産年齢人口１２７，３００人（構

成比６２．１％），６５歳以上の老年人口５１，８００人（構成比２５．３％）になるものと

想定します。 

 

● 将来年齢構成 

 令和元（２０１９）年度末 令和６（２０２４）年度末 

 人口 割合 人口 割合 

０～１４歳 ２５，９４９人 １３．０％ ２５，９００人 １２．６％ 

１５～６４歳 １２４，１８３人 ６２．０％ １２７，３００人 ６２．１％ 

６５歳以上 ５０，１４３人 ２５．０％ ５１，８００人 ２５．３％ 
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第 1 部 総論 

 

第２節 土地利用 

本市の土地利用は，市域の南部から中央部にかけての市街化区域と，北部の市街化調整区域に

大別されます。 

さらに，利用形態では，市街化区域の京成本線沿線の市街地及び東葉高速線沿線に工業団地な

どを有する市街地，また，市街化調整区域の自然環境を保全する地域と大きく３つに区分されま

す。 

今後も，都市的土地利用と自然的土地利用の調和のとれた良好な土地利用に努めます。 

 
第３節 財政 

前期基本計画期間（令和３（２０２１）年度から令和６（２０２４）年度）における一般会計

の財政収支の見通しは次のとおりです。 

 

■財政収支の見通し（計画期間累計） 

区分 金額 構成比 

歳入 

合計 ２４３，７９９百万円 １００．０％ 

市税 １１５，４７６    ４７．４  

交付税・交付金 ２８，３８２    １１．６  

国・県支出金 ６３，３０４    ２６．０  

市債 １４，３３１    ５．９  

その他 ２２，３０６    ９．１  

歳出 

合計 ２４３，７９９百万円 １００．０％ 

人件費 ４５，６７５    １８．８  

扶助費 ７２，４７７    ２９．７  

公債費 ２２，９７６    ９．４  

物件費 ４６，３４４    １９．０  

普通建設事業費 １９，５１０    ８．０  

その他 ３６，８１７    １５．１  

 ※歳入のその他は，分担金・負担金，使用料・手数料，財産収入，繰入金，諸収入等 

※歳出のその他は，補助費等，維持補修費，積立金，繰出金等 

※新庁舎建設事業に係る費用は，財政収支の見通しに含めていない。 

 

 

 


